
広報ワーキングの活動
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活動報告
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HP勉強会

第4回 平成27年6月23日 9:30～11:40

第5回 平成27年7月17日 9:30～11:40

イベント実行委員会 上尾市文化センター 埼玉大学

第15回 平成27年5月20日

10:00～15:00

第10回 平成27年6月2日 9:35～11:35

会議

●第39回協議会(平成27年3月11日)以降、会議を1回開催しました。

●第10回(6月2日)の会議では、「年間計画に無い広報活動の取り扱い」の手続きの検討、今後の広報戦略についての協議、

春のイベントの実施状況の確認を行いました。

●春の自治体イベントへの出展は予定通り行いましたが、イベント実行委員会が計画した企画は雨天中止となりました。

●HP勉強会は５月２０日に、イベント実行委員会は６月２３日と７月１７日に行っています。

●広報ＷＧの検討の結果「今後の広報戦略」については、維持管理・環境管理専門委員会における「維持管理内容」「組

織体制」などの検討結果を待ち、その内容に応じて検討を行うこととなりました。

上尾市文化センター



●目的
荒川太郎右衛門地区自然再生事業の紹介パンフレットと秋イベントの開催案内のチラシ配布、協議会への参加者募集を
行うことを目的として、自治体の春のイベントに出展しました。

●出展イベント
・４月２９日（水）昭和の日 川島町 川島輪中の里ウォーキング
・５月 ５日（火）子どもの日 川島町 ちびっこフェスティバル
・５月１６日（土） 桶川市 おけがわ春のふれあいフェスタ
・６月 ６日（土） 上尾市 環境推進大会２０１５

●出展内容
・魚・ヘビ等の生体展示、昆虫標本の展示、外来種の問題について説明（ミシシッピアカミミガメ等を例示）、自然再生

事業の紹介パネル展示･･･等

【川島町・ちびっこフェスティバル】

日時：平成２７年５月５日（火）9:00～
14:30

（曇り時々晴れ）

場所：平成の森公園

来場者：約５２００名（川島町確認）

●チラシ・パンフレットを２００部配布

●協議会委員他：１１名（埼大生１名）

【桶川市・おけがわ春のふれあいフェ

スタ】

日時：平成２７年５月１６日（土）9:30～
15:00

（曇り時々雨）

場所：桶川駅西口公園

来場者：約９０００名（桶川市確認）

●チラシ・パンフレットを１００部配布

●協議会委員他：１５名

【川島町・輪中の里ウォーキング】

日時：平成２７年４月２９日（水）10:00
～14:30

（曇り時々晴れ）

場所：上池・中池横堤付近

来場者：約１６００名（川島町確認）

●パンフレットを１００部配布

●協議会委員他：１３名

なお、イベント実行委員会が企画した4/11のイベ

ントは雨天中止となりました。

【上尾市・環境推進大会】

日時：平成２７年６月６日（土）9:00～
16:00

（曇りのち晴れ）

場所：上尾市文化センター

来場者：約５２３名（上尾市確認）

●チラシ・パンフレットを１００部配布

●協議会委員他：１２名（埼大生１名）
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１．春イベントの実施状況



項目 内容 備考

日時 １０月２４日（土） 9:00～12:00 参加申し込み〆切は13日（火）

助成金を利用するため「中止」にできないため11月23日
の川島町の農業商工祭への出展を代替として予定する。

10/24の実施可否にかかわらず11/23に出展するかどう
かは次回のイベント実行委員会で検討する。

タイトル 遊ぼう！学ぼう！たろうえもん～自然再生の活動を体験しよう～

目的 荒川太郎右衛門地区自然再生地の認知度向上

内容

①パン焼き（リーダー：菅間委員）

②シノテッポウ作り（リーダー：浅井委員）

③標本作り（リーダー：竹内委員（埼大））

④バッタ採り（リーダー：荒木委員）

メニュー終了ごとに押してもらう「スタンプ」を制作する。

場所 下池（ハンノキ移植地、原田委員所有の農地）
パン焼きは自然再生地に隣接する原田委員所有の農地で実
施

人数 １００人程度 学生については、適宜「スタッフ」側にまわってもらう。

料金 150円／人 保険代・諸材料費相当分

広報
・ポスター

・チラシ

暫定版チラシは春イベントで配布

自治体広報誌は10月1日発行分に掲載（〆切は8月上旬）

物品

・テント、机、椅子

・ポイズンリムーバー

・チラシ・ポスター

・スタンプ関係

・パン関係

・シノテッポウ関係

・標本関係

・バッタ採り関係

8/15がサイサン環境保全基金助成（普通助成）の締め切り

資金 サイサン環境保全基金助成（普通助成）活用予定

２．秋イベントの企画（案）
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今後の調整により変更する可能性があります。



３．HPの更新状況
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＜更新前の冬版＞

●タイトル画像を初夏版に更新しました。

あわせて、タイトルそのものをシンプルに「自然再生」としました。

＜更新後の初夏版＞



４．年間計画に無い広報活動の取り扱いについて
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●前回・前々回の協議会で、「広報活動については、自然再生活動に寄与するものであれば、非公式で小さなものをどん

どん始めていくことを了承する」となりましたが、実行にあたってのルールが必要であるため、広報WGで検討した方

法を提案します。

発案者

会長

関連組織
メンバー全員

会長

発案者

連絡は事務局を

介して行います。

協議会へ報告

賛否の確認とともに「みんな
が参加する」という意味を持
つため関連組織に意見照会を
行うこととします。

会長が意見を照会する組織を
判断します。

意見照会用のメーリングリス
トを作成します。
意見照会を行った結果、明確
な反対が無ければ「賛成」と
して承認するものとします。
反対者は発案者へ理由を提示
し、協議を行います。

指定のフォーマットに基づき
企画（発案者・責任者、内容、
予算等）を提案します。

手続き（案）

項目 内容 備考

発案者・責任者

関係機関
機関

人数

企
画

日時

名称

目的

内容

場所

人数

参加費

広報

使用物品

予
算

金額

確保方法

補助金・助成金の有
無、参加費からの充当
割合、行政担当分 等

保険、材料費、広報
費、交通費 等

企画フォーマット（案）

注）メーリングリストについて
過去にイベント実行委員会でメーリン

グリストの活用実績がありますが、国の
他の機関での情報漏洩事故を受けて中止
した経緯があります。その後、同様の事
故は無いことから、この手続きでの適用
を提案します。


